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平成１９年３月期の業績予想の修正に関するお知らせ 
１．平成１９年３月期通期業績予想の修正 
平成１８年１１月６日付「平成１９年３月期中間決算短信（連結）」および「平成１９年

３月期個別中間財務諸表の概要」に記載致しました平成１９年３月期（平成１８年４月

１日～平成１９年３月３１日）の通期の連結および個別の業績予想につきまして、下記

のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 
（１）連結 

              単位 売上高 経常利益 当期純利益 
前回発表予想 （Ａ） 百万円   ２７，５００      ４５０       ２８０ 
今回修正 予想 （Ｂ） 百万円    ２６，９００ ２９０ １０ 
増減額      （Ｂ－Ａ） 百万円 △６００ △１６０    △２７０ 
増       減        率     ％  △２．２％ △３５．６％ △９６．４％ 
（２）個別 

              単位 売上高 経常利益 当期純利益 
前回発表予想 （Ａ） 百万円  ２１，５００     ３００       １６０ 
今回修正 予想 （Ｂ） 百万円   ２０，７００   ２１０     ５０ 
増減額      （Ｂ－Ａ） 百万円 △８００ △９０     △ １１０ 
増       減        率     ％ △３．７％ △３０．０％ △６８．８％ 

２．修正の理由 
平成１９年３月期の通期業績予想は、中間決算発表時（平成１８年１１月６日）の予想

と比較すると、特殊箔の需要回復遅れにより前回予想より売上高は減少する見通しです。

損益につきましては、アルミ地金価格高騰分の製品単価への転嫁不十分、特殊箔の需要回

復遅れおよび日用品事業の再構築により経常利益および純利益は前回予想より減少する見

通しです。なお、ニッパクホイル加工株式会社の解散に伴う損失は、現在、清算手続きの

一環として売却中の機械設備の結果に応じて変動しますが、概算 80 百万円程度の損失が
見込まれ、上記連結業績予想には織り込み済みです。 
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